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掛
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備
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物
債
指
数
の
意
味
に
闘
す
る

一
考
察

|
|
ハ

1
パ
ラ

I
設
に
就
い
て

1
l

内

海

庫

良E

ハ
1
パ
ラ

1
の
「
物
債
指
数
の
意
味
心
は
指
数
の
経
済
的
意
味
を
問

題
に
し
た
、
指
数
論
史
上
注
目
す
べ
き
文
献
四
一
つ
で
あ
る
。
ハ
1
パ

ラ
ー
が
指
数
に
如
何
な
る
経
済
的
草
昧
を
奥
へ
た
か
を
見
宇
う
と
す
る

D

が
本
稿
白
目
的
で
あ
る
。

物
債
指
数
り
意
味
に
翻
ナ
昌
一
考
察

ハ

1
バ
ラ

1
は
物
債
指
数
の
経
済
的
意
味
を
探
究
す
る
に
首

っ
て
貨
幣
慣
値
概
念
の
方
法
論
的
構
造
の
考
察
か
ら
出
荷
E

す

る
。
彼
は
先
づ
粧
品
円
行
錦
、
共
の
主
観
的
に
習
E
o
r】芯

た
意
味
を
園
民
経
済
事
の
封
抽
端
で
あ
る
と
す
る
マ
ッ
ク
ス
・
ウ

さ
れ

ェ
l
パ
I
の
主
観
的
債
値
読
の
立
場
に
た
っ
。
此
の
立
揚
に
於

い
て
は
コ
切
の
複
雑
な
る
経
済
現
象
は
個
人
の
経
情
的
行
策
陀

還
元
さ
れ
て
の
み
了
解
さ
れ
る
。
「
特
定
現
象
の
現
寅
の
肝
興
が

他
の
現
貌
の
現
貨
の
川
県
佐
保
川
付
け
九
」
も
の
と
し
℃
仙
机
肌

に
把
握
さ
れ
る
、
合
法
則
性
、
合
法
則
的
経
過
に
加
へ
ら
れ
る

要
素
(
経
済
行
怨
)
が
複
雑
に
友
る
に
従
っ
て
思
考
過
程
の
礎
石

と
し
て
集
合
概
念
を
構
成
す
る
事
が
必
要
と
さ
れ
て
来
る
が
此

等
の
集
合
概
念
は
個
々
の
経
済
行
矯
の
多
様
性
以
外
の
何
物
を

も
意
味
し
友
い
。
集
合
概
念
の
構
成
は
純
粋
の
合
目
的
的
考
慮

に
基
き
、
例
へ
ば
個
k

の
同
種
な
交
換
行
震
の
債
格
な
る
集
合

概
念
へ
の
線
括
の
如
く
、
我
々
が
蛍
該
行
錯
多
様
性
に
針
し

τ

直
接
に
興
味
を
有
す
る
か
、
も
し
く
は
営
該
行
儀
多
様
性
の
性

質
又
は
大
い
さ
か
ら
我
k

に
興
味
あ
る
扶
態
、
重
要
た
る
結
呆

第
四
十
五
巻
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一
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物
債
指
数
の
意
味
に
闘
す
る
一
考
察

の
存
在
す
る
か
否
か
、
到
来
す
る
か
否
か
を
推
量
し
得
る
か
、

い
づ
れ
か
の
揚
合
に
の
み
お
さ
れ
得
る
。

債
格
水
準
の
阜
友
る
逆
教
と
見
左
さ
れ
る
貨
幣
債
値
も
か
く

の
ご
と
き
集
合
概
念
の
一
種
で
あ
る
。
而
も
債
格
の
揚
ム
口
と
間
関

っ
て
異
穫
の
交
換
行
鏡
、
異
種
の
間
以
格
の
綿
指
た
の
で
あ
る
か

一

3
.
P
U
H
A『
叫
ゐ
ト
ρ
臨
干
仏
瓦
〉

b
R
J
R崎
、

A
3
P
-
1
ι
-
t
L
3
0
H
ι
〉

E
P
+
i
h

f
i
d
-
f
J山
本

L
v
f
u
#
M
J
E
ぶ
ボ
当

1
Z
E
f
Z
F
A
じ

ま
づ
持
定
の
結
果
現
象
に
諸
債
格
の
時
変
動
を
結
び
付
け

如
イ可

た
る
結
果
現
象
に
針
し
て
如
何
・
怒
る
諸
債
格
総
括
が
囚
加
古
的
に

結
び
付
く
か
を
瞭
ら
か
に
し
て
後
、
は
じ
め
て
我
k

は
そ
の
債

格
総
括
を
貨
幣
債
値
と
名
付
け
得
る
の
で
あ
る
。
共
れ
故
に
物

債
指
数
の
測
定
針
象
と
し
て
客
観
的
、
一
般
的
に
る
た
へ
ら
れ

る
貨
幣
償
値
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
d

結
某
現
象
が
異
る
に

従
っ
て
異
る
貨
幣
偵
値
を
考
へ
友
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
し
た
が

っ
て
物
僚
指
数
の
算
定
目
的
は
設
教
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
諸
k

の
算
定
目
的
に
趨
令
す
る
指
数
算
式
が
単
数
で
る
る
か
、
複
数

で
あ
る
か
は
具
般
的
左
算
定
目
的
に
つ
い
て
の
研
究
を
ま
た
十

し
て
は
決
定
す
る
事
は
出
来
な
い
。
綿
て
の
目
的
に
役
立
つ
指

数
算
式
が
る
り
得
る
事
も
可
能
で
あ
る
。

第
四
十
五
位
甘

四

一一ニ四

告書

抜

ハ
1
パ
ラ

1
自
身
は
此
の
さ
'
官
H
B
B
a一D
L
O
同
と
し
て
以
下

に
漣
ぺ
る
審
員
質
所
得
の
比
較
に
役
立
つ
指
数
算
式
を
考
へ
て
ゐ

る
や
う
に
忠
は
れ
る
。
彼
が
纂
げ
}
」
ゐ
る
算
定
目
的
は
費
質
所

得
の
比
較
の
外
に
延
期
支
抑
の
標
準
及
び
通
貨
政
策
の
規
準
が

あ
る
が
、
此
の
二
つ
の
も
の
に
役
立
つ
指
数
算
式
は
等
し
〈
賞

質
所
得
比
校
の
止
め
忙
制
式
て
ら
れ
た
何
激
筑
式
明
、
あ
E
U
も

っ
と
も
共
の
外
に
此
の
蓄
の
末
尾
に
沿
い
て
景
気
の
徴
候
、
敏

感
性
指
標
と
し
て
の
指
数
を
問
題
に
し
、
又
別
の
論
丸
に
沿
い

て
∞
ロ
〕
三
凸
『

F
-〔
V
H
F
L
-
z与
四
回
。
『
向
。

D
2
M
W一
司
』
】
円
巾
」

σ
4
0
-

の

I亡
理

論
的
意
義
を
認
め
て
ゐ
る
が
何
れ
も
貨
幣
債
値
の
測
反
た
る
指

数
に
は
直
接
闘
係
は
た
い
。
貨
幣
償
値
時
現
動
(
ハ
1
バ
ラ

l
は
貨

常
備
値
と
貨
幣
債
値
艶
動
を
同
ピ
意
味
に
使
用
す
る
o

け
だ
し
静
態
経

梼
に
お
け
る
貨
幣
償
値
に
就
い
て
は
何
人
も
興
味
を
有
し
な
い
か
ら
だ

と
一
再
ふ
の
で
あ
る
)

の
測
度
た
る
指
数
の
問
題
が
す
べ
て
所
得
指

教
の
態
別
と
し
て
解
決
さ
れ
る
事
は
貨
幣
の
主
観
的
使
値
は
主

観
的
債
値
一
般
の
特
殊
在
揚
ム
口
で
る
り
、
主
観
的
使
値
は
常
に

一
人
の
経
済
主
鰹
に
闘
係
し
、
債
値
概
念
は
首
該
経
済
主
慢
の

財
貨
消
費
、
経
済
す
る
事
を
説
明
す
べ
き
構
造
で
あ
る
と
す
る

。f
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い
づ
れ
に
せ
よ
、

柑
棋
の
貨
幣
理
論
の
蛍
然
の
蹄
結
で
る
ら
う
。

指
数
に
典
へ
ら
れ
た
経
済
的
意
味
に
閲
す
る
限
り
、
所
得
指
数

の
み
が
問
題
に
な
る
a

ー.-

所
得
指
数
の
謀
題
は
相
異
る
二
つ
の
時
騎
又
は
場
所
に
台
け

る
寛
賞
所
得
の
比
絞
で
あ
る

3

所
得
比
較
の
た
め
に
必
要
左
手

縫
き
は
第
一
に
貨
幣
所
得
を
確
定
す
る
事
で
あ
る
。
所
得
と
財

涯
の
限
外
の
微
定
は
困
難
友
問
題
で
あ
る
が
、
此
れ
は
会
牧
入

を
消
設
に
蛍
て
る
と
似
定
す
る
事
に
依
っ
て
阿
波
し
料
ぉ
。
巾
川

に
比
較
さ
る
べ
き
河
内
乱

Z
L開
立
消
費
に
繰
入
れ
ら
れ
る
ぺ
き

財
貨

ω確
定
が
必
要
で
あ
る
が
、
此
れ
は
各
個
人
に
依
っ
て
具

一
般
的
に
言
ひ
得
ら
れ
る
事
は
第
一
安
財
で
あ
る
と
言
ふ

事
だ
け
で
あ
る
。
賓
質
所
得
の
概
念
を
第
一
時
結
に
沿
け
る
貨

り幣
所
得
(
払
)
に
よ
っ
℃
調
達
さ
れ
る
財
貨
の
線
慢
と
考
へ
る
な

ら
ば
、
第
二
時
黙
に
沿
い
て
等
し
い
賓
質
所
得
を
粛
す
貨
幣
川

得
(
ち
は

p
l同
・
持
品
「
に
依
っ
て
興
へ
ら
れ
る
。
然
し

;

1

-

L

?

f

 

乍
ら
資
質
所
得
を
か
く
規
定
す
る
事
は
許
き
れ
な
い
。
何
故
た

ら
雨
時
賭
の
現
物
所
得
は
相
違
す
る
の
を
常
と
す
る
か
ら
。
共

物
債
指
数
の
意
味
に
闘
す
る
一
考
察

れ
故
に
賞
質
所
得
の
概
念
は
よ
り
厳
密
に
規
定
さ
れ
ね
ば
た
ら

た
い
。個

人
の
経
済
活
動
の
結
同
市
で
あ
る
貨
幣
所
得
は
同
質
の
大
い

さ
で
あ
り
、
直
接
に
他
の
も
の
と
比
較
し
得
る
。
経
済
主
慣
は

貨
幣
所
得
を
以
て
現
物
所
得
|

i
財
貨
又
は
給
付
を
購
入
す

る
。
現
物
所
得
の
組
成
は
債
格
mm
態
の
相
違
に
依
っ
て
呉
り
、

異
質
な
る
が
故
に
比
較
可
能
で
た
い
。
比
較
を
可
能
た
ら
し
む

る
潟
に
は
現
物
所
得
を
共
の
背
後
に
横
た
わ
る
共
通
物
に
還
元

し
吹
け
れ
ば
た
b

な
い
σ

此
の
止
川
遡
物
は
心
附
出
附
断
得
で
あ

る
。
「
財
は
そ
れ
が
何
ら
か
の
仕
方
で
我
k

の
身
慌
に
作
用
し
、

そ
の
媒
介
に
依
っ
て
我
々
に
享
梁
感
情
を
喚
起
し
・
又
は
不
快

感
情
を
妨
げ
る
が
故
に
の
み
豆
妥
で
あ
り
、
興
味
が
あ
る
。
心

るr、理
JV!的

)iJi'・
4与
は:

一
系
列
の
享
山
梨
感
情
、

享
融
市
感
情
の
流
れ
で

b

然
し
、

心
理
的
所
得
の
指
敢
に
よ
る
測
定
は
不
可
能
で
あ

る
。
蓋
し
、
心
理
的
所
得
の
大
い
さ
は
貨
幣
所
得
と
債
格
に
依

存
ず
る
ば
か
り
で
た
く
、
経
岨
問
主
醐
胞
の
需
要
状
態
に
も
依
存
す

る
。
又
、
需
要
を
一
定
と
し
た
場
合
に
も
、
債
格
の
鑓
動
が
消

第
四
十
五
巻
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物
慣
指
数
の
意
味
に
閥
ナ
る
↓
考
察

費
の
推
移
を
惹
起
し
、
共
の
結
川
市
現
は
れ
来
っ
た
財
貨
と
消
失

じ
失
っ
た
財
貨
と
の
奥
へ
る
満
足
(
享
融
市
感
情
V

の
大
い
さ
を
比

較
し
得
な
い
が
故
に
、
指
数
に
上
る
心
瑚
的
所
得
の
測
定
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
此
の
欣
態
に
沿
い
て
統
計
的
比
較
か
ら
あ
れ
と

れ
の
所
得
が
科
観
的
に
何
パ
ー
セ
ン
ト
七
け
大
を
い
と
一
玄
ふ
意

味
で
の
粉
山
町
校
給
川
市
を
期
利
ず
る
事
同
出
来
た
い
。
あ
れ
こ
れ

の
質
質
所
仰
が
一

f

客
観
的
」
に
仙
の
も
の
よ
り
大
で
あ
る
と
一
古

ふ
事
は
我
K

の
経
験
の
領
域
に
沿
い
て
ひ
と
び
と
は
通
常
此
の

「
よ
り
大
な
る
」
所
得
を
選
探
す
る
と
云
ふ
主
張
に
針
す
る
不
趨

骨
同
左
表
現
に
過
V
C
占
泣
い
。
し
た
が
っ
て
我
K

の
矯
し
得
る
事
は

内
的
及
び
外
的
経
験
に
基
い
て
典
型
的
危
態
度
種
類
を
探
究
ホ

る
事
に
け
で
あ
る
。

此
の
主
張
に
封
じ
て
ひ
と
び
と
は
常
に
よ
り
大
な
る
享
楽
を

選
ぴ
、
し
た
が
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
の
現
物
所
得
の
る
た
へ
る
享

楽
の
大
い
さ
を
計
算
し
得
た
友
ら
ぽ
科
撃
は
選
操
行
震
を
強
見

し
得
る
で
る
ら
う
と
い
ふ
反
割
論
が
成
立
ち
得
る
。
然
し
科
肇

が
現
物
所
得
の
い
づ
れ
が
「
よ
り
大
た
る
賞
質
所
得
」
で
あ
る

か
を
経
済
主
植
に
教
へ
ゃ
う
と
す
る
事
は
一
の
限
界
超
越
で
る

第
四
十
五
巻

四
三
四

六

予普

擁

り
、
債
値
判
断
に
陥
る
事
を
意
味
す
る
。

い
づ
れ
が
選
樺
さ
れ

る
か
を
決
定
す
る
の
は
専
ら
経
済
主
憾
自
身
で

b
る。

経
済
主
憾
の
選
操
行
矯
に
就
い
て
確
立
さ
れ
る
第
一
の
原
則

は
「
債
格
等
し
品
。
揚
合
に
は
ひ
と
は
よ
り
大
た
る
貨
幣
所
得
を

選
探
す
る
L
一
号
で
る
る
。
と
れ
を
「
よ
り
大
友
る
貨
幣
所
得
は
債

持
等
し
き
場
合
に
は
よ
り
大
沼
る
貸
借
民
所
得
を
ふ
〈
む
し
と
言

ぴ
換
へ
で
も
大
し
た
譲
り
で
は
一
な
い
で
あ
ら
う
。
此
の
原
則
は

一
見
皐
な
る
事

J

貨
の
確
定
の
如
く
忠
は
れ
る
が
、
経
済
者
の
態

度
に
閲
し
て
殆
ん

E
例
外
た
く
受
賞
す
る
経
験
的
法
則
に
過
ぎ

友
い
。
禁
慾
的
人
生
翻
に
基
〈
選
採
行
潟
の
如
き
例
外
も
有
り

得
る
。
而
も
此
の
原
則
は
債
格
並
び
に
貨
幣
所
得
に
は
現
は
れ

て
来
な
い
、
共
の
他
の
生
活
欣
態
が
一
定
な
る
事
の
前
提
た
し

に
は
成
立
し
な
い
。
此
の
一
定
な
る
べ
き
其
の
他
の
生
前
欣
態

と
し
て
特
に
皐
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
第
一
に
需
要
欣
態
で
あ

る
。
も
し
も
ひ
と
が
病
気
又
は
老
年
に
友
っ
て
よ
り
多
〈
の
要

求
を
持
つ
に
至
る
な
ら
ば
、

よ
り
少
な
い
要
求
を
持
っ
て
ゐ

た
揚
合
の
よ
り
小
左
る
所
得
よ
り
も
、

そ
の
時
の
よ
り
犬
伝
る



所
得
ば
軽
視
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
れ
は
需
要
の
増
減
の
例
で

あ
る
が
、
需
要
の
推
移
、
趣
味
・
欲
望
の
境
化
も
亦
同
じ
事
を
惹

起
す
る
。
第
二
に
自
然
又
は
人
矯
的
設
備
が
無
償
で
役
立
て
る

自
由
材
が
問
題
に
友
る
。
第
三
に
必
須
支
出
が
問
題
に
な
る
。
も

っ
と
も
後
の
二
つ
の
揚
合
に
沿
い
て
は
自
由
財
を
あ
る
時
は
債

権
零
で
、
他
の
時
は
遁
首
左
積
極
的
債
格
で
計
算
す
る
事
に
よ

り
、
必
須
支
出
を
所
得
か
ら
引
去
っ
て
卑
た
る
純
所
得
宇
一
比
較

ず
る
事
に
よ
っ
て
計
算
に
加
へ
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

第
四
、

持
の
外
に
計
算
的

km阪
出
来
恥
い

「
北
ハ
の
他
の
傑
件
」
が
わ

る
。
共
れ
は
鵡
括
し
て
風
土
的
、
祉
合
的
、
文
化
的
、
政
治
的

状
態
と
呼
ば
れ
る
諸
傑
件
で
あ
る
。
此
れ
ら
の
諾
傑
件
は
い
づ

れ
も
「
賓
質
所
得
」
の
大
い
さ
、
法
操
行
潟
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

も
し
も
此
れ
ら
の
燦
件
が
遷
化
ず
る
な
ら
ば
債
格
等
し
き
揚
合

に
も
小
な
る
貨
幣
所
得
は
大
な
る
貨
幣
所
得
に
封

L
て
港
揮
さ

れ
得
る
。
向
、
此
れ
ら
の
諸
保
件
の
一
定
友
る
事
は
所
得
比
較

の
一
切
の
場
合
に
必
要
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
雨
時
黙
の
債
格
等
し
き
朕
態
は
現
貫
に
は
殆
ど
存

在
し
友
い
。
債
格
等
し
か
ら
ざ
る
欣
態
の
た
め
に
は
原
則
第

物
偵
指
数
の
ま
味
に
関
す
る
一
考
察

が
た
て
ら
れ
る
。
帥
ち
、
原
則
第
二
、
「
共
の
他
。
篠
件
に
し
て

一
定
友
ら
ば
、
比
較
図
又
は
比
較
時
鮪
の
現
物
所
得
を
含
み
、

倫
共
上
に
何
物
か
で
あ
る
と
こ
ろ
の
園
又
は
時
勃
の
貨
幣
所
得

が
選
揮
さ
れ
る
よ
此
の
原
則
を
認
め
得
ペ
き
揚
合
に
二
つ
あ

慨ー
がつ
.l'q， は 一
位 E。つ
府tをは
人以本
すで来

る よq，の
揚を a 形
合購で
で入し
あし .. C: 
るイ専 11 

o る N
』

tてー

もて「
係 1
1土 ι

主語
、 安司

t-
!t.:m' 口
，=て-
i舟
主今

る。
一
つ
の
所
得
の
他
の
所
得
に
依
る

E
Z『〔一円
rg
は
第
一
に

山
間
一
桜
的
に
現
物
形
熊
に
公
い
て
、

r
g
P
A
-
-
J
L
吉
コ
リ
;

円
封
一
町
刊
七
回
宙

激
的

ι貨

幣
形
態
に
沿
い
て
確
定
さ
れ
る
。

↑
直
接
的
な
現
物
形
態
に
お
け
る
所
得
比
較
は
一
方
の
時
鈷
に

沿
い
て
、
他
方
の
時
期
と
同
一
の
財
貨
に
加
ふ
る
に
徐
八
刀
の
財

貨
が
得
ら
れ
る
場
合
の
外
、
雨
時
期
の
財
貨
の
品
質
が
相
違
す

る
場
合
に
は
財
貨
は
給
付
の
来
で
あ
る
と
の
認
識
民
基
き
、

用
途
に
し
か
役
立
た
ね
財
貨
を
同
じ
肘
途
以
外
に
向
別
の
用
途

に
も
役
立
つ
財
貨
よ
り
低
く
評
僚
ず
る
事
に
依
つ
℃
比
較
す
る

事
が
可
能
で
あ
る
。
現
物
形
態
に
依
る
比
較
を
以
て
し
て
は
此

の
所
得
が
か
の
所
得
の
謂
は
ば
二
倍
で
る
る
と
い
ふ
意
味
に
ゐ

第
四
十
五
巻

四

五

第

践

11 



物
情
指
数
の
意
味
に
闘
す
る
一
考
察

け
る
精
密
た
結
果
は
問
題
た
り
符
た
い
。
然
し
此
の
比
較
方
法

に
は
数
的
比
較
の
不
可
能
た
る
揚
ム
口
に
も
比
較
出
来
る
と
云
ふ

長
所
が
認
め
ら
れ
る
。

四

二
間
接
的
、

激
的
た
貨
幣
形
態
に
公
け
る
比
較
は
川
雨
時
貼
に

仰
で
の
刷
貨
が
か
引
し
‘
間
附
時
期
比
市
川
引
が
存
住
し
、

千iト
{悶

の
経
済
者
に
よ
っ
て
任
意
の
数
量
が
購
入
さ
れ
得
る
揚
合
に
の

み
可
能
で
あ
る
。

ωの
依
件
は
新
財
貨
の
出
現
、
財
貨
の
品
質

の
改
善
に
依
っ
て
失
た
は
れ
、
似
の
僚
件
は
雨
時
臨
の
一
方
に

長
け
る
自
然
経
済
の
残
存
、
市
揚
の
狭
院
性
に
よ
っ
て
失
た
は

れ
る
。
共
れ
故
に
精
密
友
る
結
果
は
常
に
問
題
た
り
得
な
い
。

貨
幣
計
算
に
依
る
所
得
比
較
の
手
続
き
は
弐
の
如
く
で
あ

る
。
ま
づ
九
を
第
二
時
黙
の
債
格
で
計
算
し
己
と
比
較
す
る

O

F
V
N
?ぎ
友
る
に
係
は
ら
十
、
経
済
主
髄
が
拘
を
消
費
す
る

qplF Z E 
有 Y 謹 t主
主量制とづき 原

主計!五れ則
自p可 Q 第

ち 右三
ラ雨の K
ス時禾基
パ黙主宰き

イ fZ式ぷj，
レ草のは
ス 時 雨 Iq，
の所 1!手よ
算佳;t;- !J 
式寺両

巴]ご -11・L
"t'lj l::'" t;土
落 1| 芝 E，
7 阿 7 よ
るしで 1)

。と害IJ 優
此ずれ越
のればす

第
四
十
五
巻

第

銃

一一一一八

四

〆、

事
か
ら
次
の
定
理
が
引
出
さ
れ
る
。
定
迎
一
「
も
し
も
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
式
が
債
格
水
準
の
下
落
を
一
不
す
な
ら
ば
、
等
し
い
貨
幣

所
得
は
第
二
時
黙
に
沿
い
て
優
越
す
る
o
」

次
に

L
式
(
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
式
)
が

1
互
に
下
蒸
し
た
と
す
れ

11 もいり?
~ L 亡一-
cl "*"ι 

..1--"， 11'-1 

E】が JE1
の 謂 〉 の
学はとっ年i
分t.f' ::c' が

の宇で 1
大分 ，，;0 互
い に 也 以

さ下主上
で 落 り で
あし存あ
る?と P る
Eo と押し~.ß!
tf する U
E，る"，
Iピ ZEII前
優ら叩エ iilE

(ー)
越ば A

Z ci弘前
、?124 もに

け壬|ずし基

に
し
第
二
時
駈
も
し
く
は
第
二
固
に
お
け
る
字
分
の
大
い
さ
の

名
目
所
得
は
第
二
時
舗
に
む
け
る
と
同
桜
左
現
物
所
得
を
調
達

し
得
る
か
ら
で
る
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
債
格
水
準
は
少
く
と
も
宇

分
に
下
落
し
た
o
」
何
故
「
少
く
と
も
」
と
限
定
し
た
け
れ
ば
な

ら
た
い
か
は
経
済
主
惜
が
特
別
に

(
平
均
以
上
に
)
安
〈
な
っ
た

商
品
を
よ
り
多
く
使
用
す
る
事
に
依
り
、
宇
分
よ
り
も
小
左
る

債
額
を
以
て
等
し
い
満
足
を
得
る
事
が
あ
り
得
る
事
に
依
っ
て

瞭
ら
か
で
る
る
。

L
式
が
騰
貴
し
た
揚
合
に
は
す
べ
て
の
債
格
が
一
斉
に
騰
貴

し
た
揚
合
を
除
き
、
債
格
水
準
の
騰
貴
を
結
論
し
得
左
い
。
け

I王aberler，G. a. a. O. S. 88-94 6) 



だ
し
、
同
時
に
V
刊
に
よ
っ
て
購
入
し
得
友
か
っ
た
債
値
高
き
財

貨
結
合
が
払
と
等
し
き

L
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
う
る
程
安
債
に

な
っ
た
事
も
考
へ
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
恐
ら

く
L
式
の
騰
貴
は
債
格
水
準
が
特
に
共
れ
以
上
騰
貴
し
な
い
上

限
を
示
す
で
あ
ら
う
。
別
ち

定
理
斗
「
L
式
が
例
へ
ば
一

O
%
だ
け
債
格
騰
貫
主
不
す
左

ら
ば
、
官
刊
の
一

O
%
よ
り
、
よ
り
大
点
取
る
甘
か
】
が
優
越
す
る
。
け

だ
し
、
斯
く
の
ご
と
き
」

L
は
第
一
時
賠
L
L
等
し
き
現
物
所
得
を

、、

購
入
し
得
る
か
ら
「
あ
め
コ
悦
一
日
す
れ
ば
間
山
貯
水
準
は
向
〈
と

も
一

O
%だ
け
騰
貴
し
た
。
」

同
様
た
る
考
慮
を
パ

l

u
ユ
の
算
式
(
P
式
)
に
就
い
て
行

ふ
事
が
出
来
る
。
則
ち
、
前
と
は
諮
問
式
を
第
一
時
賭
の
債
格

で
計
算
し
、
ー
と
比
較
し
同

V
M
-
r
f
怠
る
に
係
は
ら
守
、
経

済
主
樫
が
九
を
買
ふ
な
ら
ば
、
九
は
ね
よ
り
も
優
越
す
る
。
此

の
雨
溢
で

F
H
U
F
を
割
れ
ば

p
v由
民
同
。
此
の
場
合

r
-
L門
ア
ハ
』
凶

h
y
f〉
在
日
f
又
は
柑
岡
崎
同
〉
日
た
り
と
す
れ
ば
レ
門
主
〉

ip

b
て
凶
〔
}
暗

で
あ
る
。
共
れ
故
に
、

定
理
三
寸
も
し
も
P
式
が
債
格
騰
貴
を
示
す
た
ら
ば
等
し
い

物
債
指
数
の
意
味
に
閲
す
る
一
考
察

貨
幣
所
得
は
第
一
時
黙
又
は
第
一
園
の
債
格
に
際
し
て
優
越
す

る。」又
、
定
理
一
の
同
と
同
様
の
考
慮
に
基
い
て
定
理
三
の
同

「
も
し
も

P
式
が
謂
は
ば
二
倍
の
債
格
騰
貴
を
示
し
た
た
ら

ぽ
、
北
ハ
の
事
は

L
の
牢
分
で
あ
る
u
h
が
青
山
自
に
謝
し
て
優
越
す
る

事
を
意
味
す
る
。
け
だ
し
、
第
一
時
貼
又
は
第
一
闘
に
な
け
る

半
分
の
大
い
さ
の
名
目
所
得
も
向
、
第
二
時
鮪
メ
は
第
一
一
闘
に

治
同
り
る
と
同
じ
現
物
所
得
を
調
達
し
得
る
か
ら
、
挟
合
一
目
す
れ
ば

債
格
水
準
は
第
一
時
拙
か
ら
第
二
時
貼
へ
少
く
と
も
二
倍
に
勝

貴
し
た
っ
」

パ
I
シ
ユ
式
の
僚
格
下
落
か
ら
は

l
l総
て
の
債
格
が
一
費

に
下
落
し
た
受
口
を
除
き

i
債
絡
水
準
の
下
落
を
結
論
し
得

た
い
。
然
し
恐
ら
〈
、

定
迎
四
「
も
し
も
P
式
が
学
分
の
債
格
水
準
下
落
を
一
示
す
友

ら
ば
、
其
の
事
は
V
刊
の
半
分
よ
り
、
よ
り
小
た
る

L
が

L
に
劃

し
て
軽
腕
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
。
け
だ
し
、
共
の
揚
合
に
は

hh
は
第
一
時
黙
に
沿
い
て
九
を
調
達
し
得
る
だ
ら
う
か
ら
、
換

言
す
れ
ば
、
債
格
水
準
は
高
く
と
も
半
分
に
下
落
し
た
o
」

第
四
十
五
巻

第

競
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四
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物
債
指
数
の
意
味
に
闘
す
る
一
考
察

五

以
上
に
な
い
て

L
式

tc， 1tc， 
てコ lて3
4ご，-'"

が
債
格
水
準
謎
動
の
上
限

tι 
』土
岡
者
の(
~，~ ""1 t" 
fiご:?'Iず
口..011コ
の..よ;
|苛
題
伊e
あ
る

を、

p
式

が
下
限
を
示
す
事
が
論
詮
さ
れ
た
。
・
契

此
の
雨
算
式
の
聞
係
は
通
常
戸
VHU
で
あ
る
。
何
ん
と
な
れ

P

U

1

7

1

・

・

裕

司

J

z

問
、
も
ー
も
的
梢
が
際
民
し
刊
、
V
M
忽
ら
ば
激
設
は
減
少
し

消
費
者
は
安
い
商
口
聞
を
よ
り
多
〈
消
費
し
、
高
〈
た
っ
た
商
品

の
消
突
は
制
限
さ
れ
、
テ
〉
-f
と
な
る
の
が
常
で
る
り
、
従
つ

て日
r
p〉
?
f
と
た
る
。
債
格
下
落
せ
る
揚
合
に
は

?
f〉
?
p

に
な
る
、
然
る
に
今
、
雨
算
式
を
比
率
の
卒
均
の
形
…
に
襲
形

ス
問
乙
ヲ
コ

?
?
J
1
2

す
れ
ば

7
レ
R
L
7」
「

い

で

る

る

か

ら

し

い

ど

も

】

、

.

h

a

℃
】
占
ゆ

p
-
L
が
ー
よ
り
大
た
る
揚
合
に
は
L
式
の
重
み
が
よ
り

て、大
に
左
り
、
逆
の
揚
合
に
は
P
式
の
重
み
が
よ
り
大
に
た
る
事

は
抽
出
ら
か
で
る
る
。
市
し
て

定
理
佳
「
L
が
P
よ
り
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
#
の
雨
基
本
算

式
(
筆
者
註
1
1
6
L

・F
の
扇
さ
は
丸
と
等
し
い
債
値
を
持
つ

た

L
が
そ
の
う
ち
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ね
と
と
る
の
限
界
佐
あ
た

へ
る
1

換
言
す
れ
ば
雨
算
式
は
共
の
う
ち
に
債
格
費
動
係
教
が

第
四
十
五
巻

四
三
八

第

掠

四
O 

あ
ら
ね
ば
友
ら
ぬ
と
と
ろ
の
同
門

P

ロヨ

を
か
く
す
る
。

止t
QJ 

H
N
P

ロヨ

は
経
験
に
従
へ
ば
可
成
り
狭
い
も
の
で
あ
る
か
ら
し

て
我
々
が
此
の
限
界
値
の
間
の
何
ら
か
の
平
均
値
を
求
む
る
大

い
さ
と
し
て
仮
定
し
て
も
我
々
は
徐
り
大
き
な
預
り
を
冒
か
さ

泣
い
で
あ
ら
う
。
安
協
算
式
は
不
営
の
も
の
寸
は
な
い
。
山
総
し

乍
ら
判
定
の
安
協
方
法
に
制
す
る
係
越
は
認
め
ら
れ
批
い
司
け

だ
し
、
我
々
は
限
界
を
知
る
の
み
で
あ
っ
て
、
求
む
る
値
の
存

在
す
る
鮪
を
知
ら
た
い
か
ら
で
あ
る
o」

斯
く
し
て
、

L
式
と
P
式
及
び
共
の
結
合
の
経
済
的
意
味
は

時
明
ら
か
に
友
っ
た
。

ハ
1
パ
ラ
ー
は
こ
の
雨
式
を
雨
加
重
基
本

量意算
軍味式
位をと
を号名

今最付

量宅誌
に ヒコ 。
ょ豆諸
つ 号・ 多
てと←の
P の算
式算式
に式は

r‘¥， lf1 
~ p;[.);-[ M[-l{の
EEfppl手奉
d也、、-- ~ 

るは算
数 i 式
量 p，か
'$. ;Ij:ら
位る共
を教の

と
る
事
に
よ
っ
て

L
式
に
還
元
さ
れ
、
債
格
比
率
の
軍
純
算
術

平
均
算
式
は
刊
ー
な
る
重
み
を
と
る
事
に
よ
っ
て

L
式
に
、
債
格

比
率
の
軍
純
調
和
卒
均
算
式
は
凶
一
の
貫
一
み
を
と
る
事
に
よ
っ
て

j

p

 

p
式
に
還
元
さ
れ
る
。
叉
、
南
基
本
算
式
の
結
呆
の
平
均
(
算
式

Haber]er， G. a. a. O. S. .20-23・7) 



D

交
叉
)
の
外
に
雨
基
本
算
式
の
重
み
円
引
及
び
h
の
妥
協
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
算
式
、
(
妥
協
数
量
白
方
法
)
及
び
特
別
左
重
み
を

け
た
債
格
比
率
の
幾
加
卒
均
L

門司
1
r
v
f
人
旦
T)
大
町
劃
駅
日

;
4

降

、

圃

は
そ
の
値
が
雨
基
本
算
式
の
中
聞
に
落
ち
る
が
故
に
債
格
水
準

愛
動
係
教
を
あ
た
へ
る
算
式
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

向
、
上
述
の
理
由
に
よ
っ
℃
円
、
〉
司
が
遁
例
で
あ
る
事
は
認

結
岡
市
が
逆
に
な
っ
た
揚
合
則
ち
門
〈
司
の
揚
合

は
一
一
つ
の
種
類
に
わ
け
で
説
明
さ
れ
る
。
第
一
、
円
八
!
引
l

〈

町
松
町
市
時
比
常
裂
の
帥
別
動
中
佐
限
定
ず
み
唱
に
ぶ
っ
て
説
明
さ
れ

第
二
、
巾
八
円
八
司
叉
は
丈
夫
時
一
な
る
時
は
貨
幣
所

得
の
大
き
友
へ
だ
た
り
に
依
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
後
者
か
ら
、

め
ら
れ
る
が
、

ハ
1
バ
ラ

1
は
債
格
水
準
は
特
定
個
人
に
謝
し
で
も
絶
封
的
友

高
低
を
持
た
や
、
む
し
ろ
経
済
主
憾
の
所
得
の
大
い
さ
に
依
存

ず
る
と
云
ふ
結
論
を
引
出
す
。

ボ
ル
ト
キ
エ
ウ
イ
ツ
千
の
批
評

の
後
、

zo一団自

へ
の
反
駁
に
沿
い
て
此
の
結
論
は
L
式
と
P

さ式
れの
た9)結
。合

そ
の
も
の
に
前
提
さ
れ
ね
ば

た
ら
血

管
で
あ
る

と

六物
債
指
数
の
意
味
に
闘
す
る
一
考
察

以
K
を
締
括
し
て
ハ
l
パ
ラ

1
は
云
ふ
。

「
ご
つ
の
資
質
所
得
の
比
較
を
許
す
債
格
指
数
を
計
算
す
る
事

が
可
能
友
り
や
否
や
の
問
題
を
我
々
は
崎
線
括
的
に
の
み
以
下

の
や
う
に
答
へ
得
る
。
別
ち
、
斯
く
の
ご
と
き
指
数
は
初
手
か

ら
個
人
的
指
数
と
し
て
の
み
把
握
さ
れ
、
関
民
経
済
的
指
数
と

し
て
は
把
握
せ
ら
れ
左
い
。
此
の
指
数
は
競
密
に
は
各
個
人
に

針
し
て
、
も
し
く
は
少
く
と
も
同
種
の
個
人
の
一
範
閤
に
針
し

て
特
別
に
計
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
友
い
ο

此
め
制
限
を
以
で
し
て

も
、
共
れ
は
向
、
次
の
山
崎
前
混
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。

ド目

比
較
時
鮪
又
は
柄
比
絞
闘
に
沿
け
る
共
の
他
の
僚
件
の
等
し
い

事、

a
t
現
物
所
得
の
う
ち
に
唯
一
時
黙
で
ピ
け
表
は
れ
る
綿

て
の
財
貨
に
針
ず
る
、
雨
時
貼
に
訟
け
る
自
由
友
消
費
選
擦
を

件
へ
る
自
由
た
市
揚
の
存
在
、
三
、
比
較
さ
れ
る
貨
幣
所
得
の

差
異
が
徐
り
大
き
く
た
い
事
、
も
し
も
ひ
と
が
此
れ
ら
の
前
提

保
件
を
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
仮
定
す
る
怒
ら
ば
、
雨
加

重
基
本
算
式
は
、
共
の
中
聞
に
首
該
個
人
又
は
嘗
該
階
級
に
針

す
る
債
格
愛
動
係
数
が
横
た
は
る

H
N
E
E
の
限
界
を
示
す
。
も

し
も
雨
限
界
値
が
徐
り
隔
っ
て
ゐ
な
い
た
ら
ば
、

ひ
と
は
雨
限

第
四
十
五
巻

四

九

l四

第

競
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物
債
指
数
の
意
味
に
闘
す
る
一
考
察

国
外
値
聞
の
何
ら
か
の
中
数
値
、
例
へ
ぽ
算
術
平
均
、
も
し
く
は
遊

何
平
均
を
求
む
る
大
い
さ
九
と
偲
定
し
で
も
絵
。
大
普
及
誤
謬

を
回
同
さ
-
な
い
で
あ
ら
う
。
第
一
時
献
の
貨
幣
所
得
に
此
の
因
子

を
乗
や
れ
ば
、
第
一
時
貼
の
貨
幣
所
得
に
等
し
い
償
値
の
る
る
、

び
と
が
も
し
も
そ
う
云
ひ
た
い
政
ら
、
同
じ
資
質
所
得
を
包
含

す
る
第
二
時
新
の
貨
幣
所
得
町
が
生
じ
る
。
}
一

M
O
F
U

炉
、
で
あ
る
。
凡
を
此
の
仕
方
で
薪
ら
し
い
領
特
水
準
K
換
算

則
ち

し
て
後
、
我
々
を
兵
れ
を
事
賃
上
の
所
得

L
と
比
較
す
る
事
が

出
来
る
。
そ
し
て
第
二
時
黙
の
資
質
所
得
刷
は
第
一
時
黙
の
寛

賞
所
得
民
に
封
し
て
九
掛
町
の
や
う
に
関
係
す
る
と
一
云
ふ
事
が

出
来
る
。
則
ち
、

吋
lu

守山
1
k
h
m
b
H

事
1
3一己

4
N
M司』
4
I
2
4
u

言
葉
で
云
ひ
現
は
せ
ぽ
第
二
時
鮪
の
買
質
所
得
は
第
一
時
賭

の
毒
長
所
得
よ
り
一

O
%だ
け
大
で
あ
み
o
」
然
し
乍
ら
、
此
の

事
は
一
つ
の
貨
幣
額

L
が
他
の
貨
幣
額
町
よ
り
一

O
%
だ
け
大

な
る
事
を
意
味
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、

L
の
あ
た
へ
る
満
足
の

大
い
さ
(
心
理
的
所
得
)
が
丸
の
る
た
へ
る
共
れ
よ
り
も
一

O
%

第
四
十
五
巻

第

競

四
四
。

四

行
け
大
た
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
別
ち
、
指
数
に

依
っ
て
瞭
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
は
経
済
者
の
選
操
行
第
、
態
度

決
定
の
裂
だ
の
-
な
の
で
あ
っ
て
、
心
理
的
所
得
の
大
い
さ
の
測

定
た
の
で
は
な
い
。

以
上
ハ

l
パ
ラ
ー
が
指
数
算
式

J
¥
門
川
市
に
あ
た
へ
た
経
済

的
意
味
は
一
照
的
州
ら
か
に
紅
っ
た
と
思
は
れ
る

h

川
恨
の
児
併
は

指
動
向
の
形
式
的
性
質
に
就
い
て
彼
と
は
若
干
意
見
を
異
に
す
る

論
者
に
よ
っ
庁
、
、
又
、
彼
と
は
別
筒
の
貨
幣
使
値
論
を
持
つ
論

者
に
よ
っ
て
可
可
成
り
一
般
的
に
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論

被
加
採
る
と
と
ろ
の
貨
幣
償
値
論
共
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
以

上
、
新
〈
の
如
き
コ
般
的
承
認
」
か
ら
彼
の
所
設
の

E
首
位

を
師
結
ず
る
事
は
出
来
た
い
。
然
し
乍
ら
、
彼
の
所
訟
の
疋
否

を
吟
味
す
る
事
は
差
し
営
り
、
本
稿
の
範
圏
外
に
属
す
る
。
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